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形も様々野焼きの土器に偲ぶ縄文陸平　（日和吟社俚謡集より）

　今年は新型コロナウィルスの感染拡大予防のため１
年の半分以上が活動自粛となっていましたが、文化財
センターでは規制が緩和された９月から予防対策を講
じつつ、規模を縮小して体験の受け入れや体験講座を
おこなっています。
　9 月中旬から 11 月に開催されていた「弱虫ペダル 
デジタルスタンプラリー WALK ＆ RIDE in 茨城」（主
催：プレイアトレ土浦）でラリーポイントのひとつに
なっていた文化財センターは、期間中サイクリングを
楽しむ人たちが連日のように訪れていました。
　また、美浦俳句連盟の皆さんが秋の陸平をテーマに
吟行されるなど秋の陸平貝塚公園は体験や見学に訪れ
た人も多く、久しぶりに賑わいが戻りました。
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▲木原小 4 年生が遠足で訪れ 1 日陸平を満喫しました。復元竪穴住居の前で元気にポーズ。
　午後にミニ土器作り。楽しいひと時を過ごせた様子が感想文から伝わってきます（P2 に掲載）。

▲茨城県立歴史館で開催されていた特別展「Jomon　
Period －縄文の美と技、成熟する社会―」の関連イ
ベントツアーで県内の方が陸平貝塚の見学と土笛作
りを体験しました

秋のおかだいらかいづか秋のおかだいらかいづか
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　文化財センターでは、見学や体験
を楽しんでいただくために来館者の
皆様にもご協力をいただきながら事
業を進めています。今回はそんな体
験の様子を少しご紹介します。

体験指導にあたる皆さ
んもマスクで対応。室
内も窓を開けて換気！
いつもは参加者とのコ
ミュニケーションも楽
しみですが、今は少々
おさえて・・・。

▲梅朝さんと客席の間には
　ビニールで仕切り

縄文クッキーは体験
者がすべて自分で作
ります。美浦バレエ
同好会の子どもたち
からは「とってもお
いしい！」と嬉しい
感想。

今日は学芸員が
先生。
陸平貝塚につい
て学習しました。

◀︎ ◀︎
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ミニ土器を作っています。
竹や棒で文様を描いてい
ます。

テーブルをビニールで仕切り、
個別スペースを確保

新型コロナ
に
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０
０
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。
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あ
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。
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岡
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岡
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史
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３
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わ
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。
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。
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あ
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あ
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。
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ら
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わ
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頃
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神
々
を
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ぐ
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て
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た
時
に
日
が

暮
れ
て
福
慈
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士
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に
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お
願
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し
た

と
こ
ろ
断
ら
れ
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お
願
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く
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わ
れ
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登
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が
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筑
波
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人
々
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来
し
集
い
楽
し
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と
が
絶
え
間
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い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
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　陸平をヨイショする会では、陸平貝塚公園内の里山活動として
繁茂する竹林の管理の一環で炭焼き活動をおこなっています。活
動を知ってもらおうと 10 月 6 日（火）から 18 日（日）まで文
化財センターのロビーで展示をおこないました。炭焼き活動はし
ばらく休止していましたが昨年から活動を再開しました。展示で
は炭焼き活動や竹炭の活用などが紹介されました。

陸平貝塚公園での炭焼き活動紹介陸平貝塚公園での炭焼き活動紹介
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●
美浦村役場

●
中央公民館

GS●
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国道125号

大谷バス停

大谷交差点

至トレセン 至稲敷・成田

至香取

至ゴルフ場

●光と風
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新型コロナウイルス感染拡大予防のためご協力
をお願いいたします。

・マスクまたはフェイスシールドのご着用

・文化財センターの出入り口にて手・指の消毒

・体調がすぐれない場合は
ご来館をお控え願います。

・いばらきアマビエちゃん
への登録

文化財センターにご来館される文化財センターにご来館される
皆様へお願い皆様へお願い

文化財センターの体験メニュー文化財センターの体験メニュー

　1 名からお申込みいただけます。現在は美浦
村在住の方のみの受け入れとさせていただい
ております。体験日は調整させていただきま
す。まずはお問合せください。

◆体験メニュー
　土器作り、ミニ土器作り、縄文クッキー作り、

まが玉作り、さき織り、どんぐりカレンダー
作り、どんぐり時計作り、貝塚の貝を調べ
てみよう

　陸平貝塚公園内ではイノシシが確認されて
います。捕獲のためにワナをしかけてある場
所があります。目印で表示してありますので、
進入しないようにお願いいたします。また、
イノシシは夜間に行動していることが確認さ
れており、特に日没後に公園内へ赴くのは避
けてくださるようお願いいたします。

イノシシ注意イノシシ注意簡単なミニ門松をつくります。
◆日にち　　12 月 25 日（金）
◆開　演　　午前 10 時～ 12 時
◆場　所　　文化財センター
◆対　象　　美浦村にお住まいの人
◆定　員　　６名　※要申込
◆参加費　　500 円
※竹を切る作業があります。

ミニ門松つくりミニ門松つくり

第30回 第30回 梅梅
ば い ち ょ うば い ち ょ う

朝朝基基
き そき そ

礎礎落落
ら くら く

語語
ごご

　今年は新型コロナで自粛ムードでしたが、最
後は好文亭梅朝さんの落語で笑って楽しいひ
とときを！

◆日にち　12 月 13 日（日）
◆開　演　午後 1 時 30 分から
◆場　所　文化財センター
◆対　象　県内にお住まいの方
◆定　員　20 名　※要申込

当日、定員に達していない場合は参加可能。

身近な場所で気軽に楽しい時間をすごしましょう。身近な場所で気軽に楽しい時間をすごしましょう。
　新型コロナ感染拡大予防のため、すべての体験事業は事前に申し込みとさせていただきます。また
予防対策をとらせていただいた上で実施しますので、ご参加の際にはご協力をお願いいたします。感
染状況などにより中止になる場合もあります。
◆申込み　文化財センター　☎８８６－０２９１　※月曜休館


